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令和２年度第２回海老名市介護保険運営協議会 結果 

 

日 時：令和２年11月 17日（火） 

                    午後２時～午後３時30分 

                場 所：海老名市役所７階 ７０２会議室 

 

出席委員 14名 

 髙橋会長、石渡副会長、大熊委員、古泉委員、大濱委員、窪倉委員、中島委員、

浦野委員、田中委員、鈴木委員、岩崎委員、川田委員、勝田委員、小野寺委員 

 

事務局（保健福祉部） ８名 

 小松保健福祉部次長、大島地域包括ケア推進課参事兼課長、小黒介護保険課長、

三浦介護保険課主幹兼介護認定係長、田中地域包括ケア推進課主幹兼係長、三

輪介護保険課介護保険係長、大野地域包括ケア推進課主事、髙橋介護保険課主

事補 

 

 

１ 開 会 （司会：小黒介護保険課長） 

 

 

２ あいさつ（小松保健福祉部次長、髙橋会長） 

 

 

３ 議 題（進行：髙橋会長） 

（１） えびな高齢者プラン２１【第８期】素案について（三輪係長） 

 資料に沿って説明 

（質疑・意見） 

委員：ショートステイの床数を特別養護老人ホームへ 20床転換すると記載

されているが、利用状況に応じて転換がなされるのか。ショートステ

イの空きがなく、利用が困難にはならないか。 

えびな安心キットや救急安心カードは、関心がある。次回の会で見本

を確認したい。 

配食サービスは減少傾向にあるが、民間業者が充実してきたというこ

となのか。 

事務局：利用状況を考慮し、転換については、事業者から届け出があったもの

である。また、新たに整備予定の小規模多機能型居宅介護事業所にお

いても、宿泊等のサービスの利用は可能である。 

配食サービスは安否確認を主としたサービスの一つであるが、緊急通

報システムの利用が増加している反面、配食サービスの利用が減って

いると思われる。また、現状契約している３事業所は市内全域をカバ
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ーしていることから、充実していると考えられる。 

委員：えびな安心キット、救急安心カードについて、制度自体を知らない人

が多い。また持っている人も必要性や使用方法を把握できていない方

が多いため、活用方法や制度についての周知方法を見直してほしい。 

委員：緊急通報システムは申告制か。 

事務局：申告制になる。 

委員：緊急通報システムは、民生委員から必要だと思われる方には説明を行

っているのか。 

委員：年１回程度、民生委員の見守りの対象者には確認しているが、対象者

以外の周知方法について検討してほしい。 

事務局：ホームページや広報などで周知をしていく。 

委員：実際の認知症徘徊者の実数はどのくらいなのか。 

事務局：認知症等行方不明 SOS ネットワークシステムの登録者数は増えてい

るが、徘徊の統計はとっていない。 

委員：第８期計画期間の中で若年性認知症の施策に力を入れてほしい。 

我が事丸ごととは、当事者でない方々もみんなが自分のこととして考

えようという意味であるが、ほとんどの方が当事者になってから地域

包括支援センターへ相談に来るため、なにか対策をとっていく必要が

あると考える。 

委員：若年性認知症について、他市の事業なども参考にして、市としての施

策を行ってほしい。 

委員：高齢者への福祉サービスや、介護サービスは公助をしっかり行ってほ

しい。また、施設整備をしても人材が確保できないとサービスの提供

ができないため、人材対策を重点的に行う必要がある。 

委員：本議題には関係ないが、コロナウイルス感染症の影響による、市内の

介護事業所の現状を伺いたい。 

事務局：入所系サービスから直接相談は受けていないが、一部の通所系サービ

スからは、利用者が減ってしまい運営が厳しいと聞いているが、コロ

ナウイルス感染症の影響により休止や廃止をした事業所はない。 

 

 

（２）その他 

事務局：次回の運営協議会については、改めて開催通知をお送りさせていただ

きたい。 

 

 

４ 閉 会 

 
































































































































































































































